
「The２２ndMeeting on Glasses for Photon-
ics」が日本セラミックス協会ガラス部会フォ
トニクス分科会主催のもと２０１２年２月７日に
東京工業大学百年記念館にて開催された。
この百年記念館は「人からの伝承」と「物から
の伝承」という２本の柱を核とするコンセプト
を設定しており，先端の科学技術に取り組む態
度や係わり方について，実社会にて様々な役割
を果たされている先輩方と直接対話して学ぶこ
と〈人からの伝承〉と，創出された技術や研究
成果にある背景を具体的資料を通じ学ぶこと
〈物からの伝承〉ができる場の実現が目的との
ことで，本講演会にはふさわしい会場と感じ
た。
今回で２２回目をむかえる本講演会は，フォ

トニクス分野に応用されるガラス材料や素子を
ベースとして，基礎研究から実用化まで開発の
ステージを問わず多様な発表があり，幅広く見
識を広める機会が得られることが特徴である。
今年は１３件の一般講演と２件の招待講演が行
われた。講演者は産学官かたよりなく，また
様々なテーマ（レーザー関連，LED，結晶化

ガラス，封止ガラス，非線形性材料，結晶化ガ
ラス，医療・バイオ，エネルギー）でセッショ
ンが進められた。その全容を報告することはで
きないので，私が特に興味深く拝聴した講演に
ついて報告したい。

「テラス構造を有する光共振用Nd添加ガラス
微小球」
東京工業大学 大学院理工学研究科 上原日和

上原らはテラス構造を有するNd添加ガラス
微小球のレーザー発振特性を発表していた。微
小共振器は高い光閉じ込め効果（Q値）や低い
発振しきい値を有するが，光の導入が困難だと
いう問題がある。上原らはこれまでに微小球へ
のテラス構造の作成プロセスを見出しており
１），それによって作成された低濃度のNd３＋を
含有したガラス微小球サンプルは強いラマン散
乱強度を示し，より高強度の SRSを発振させ
ることに成功した。また，高濃度のNd３＋を
添加したガラス微小球サンプルは，テラス構造
を有することで１０６０nm帯における高強度の
レーザー発振の強度を桁違いに強くできるこ
と，その発振光はテラス部から指向性をもって
出射されていることを示した。
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「Yb添加ガラスのフォトダークニング／フォト
ブリーチング」
豊田工業大学 先端フォトンテクノロジー研究
センター 齋藤和也

齋藤らは高出力／短パルスのTb添加ファイ
バレーザーで問題となるフォトダークニングと
それを紫外～可視光の光を照射することで回復
するフォトブリーチングの発生機構について発
表していた。主に励起光によりOHCと Yb２＋が
対生成することで起こるフォトダークニング
は，CT遷移のエネルギー元がTm３＋のアップ
コンバージョンの可能性があることから意図的
にOHCと Yb２＋を作るためTmの共添加で検
討を行ったが，予想に反して添加するとフォト
ダークニングの発生は抑制されるという非常に
興味深い結果となった。フォトブリーチングは
４００nm以下の波長域で顕著に確認され，これ
は主にYb２＋の励起を介してYb２＋と OHCが対
消滅して起こっていると考えられる。

「低温シール用リン酸スズ系ガラスの焼成着
色」

旭硝子株式会社 中央研究所 松本修治

松本らは軟化温度が低く，近赤外～近紫外で
透明であるなどの特性から封止材料，光学素子
用透明材料として利用されているリン酸スズ系
ガラスの焼結時の着色機構について発表してい
た。松本らは焼結後の着色化に対し，ガラスを
粉砕時に表面に生成した非架橋酸素主体の構造
が焼成時に再配列され，SnO粉末表面に類似
の常磁性欠陥が生じるモデルを提案した。さら
に粉砕したガラス粉末を粉のまま再溶融するこ
とで，活性点となっていた表面の状態がキャン
セルされ，着色現象が緩和することも確認し
た。

「SrO―TiO２―SiO２系透明結晶化ガラスの作成
と電気光学定数 r１３，r３３の評価」

東北大院工 山岡一樹

山岡らは光変調デバイスとして有望な二次非
線形性材料の開発の一環として，Sr２TiSi２O８結
晶が析出した結晶化ガラスの作製と電気光学効
果の測定について発表していた。山岡らは SrO
―TiO２―SiO２系透明結晶化ガラスを用いて，二
次光学非線形性を示すFresnoite 型結晶（Sr２
TiSi２O８）を析出させたサンプルを得て，それ
をHe―Ne レーザー（６３３nm）を光源とした
Mach―Zehnder 干渉計を用いて測定すること
で，初めて Sr２TiSi２O８の EO定数を測定するこ
とに成功した。また，この試料は他の電気光学
結晶と比較して偏光依存性が小さいことがわか
った。このガラス系は等方的で偏波依存性のな
い変調が可能な‘アライメントフリー’インター
コネクション材料として有望だといえる。

「希土類含有セラミックスナノ粒子のバイオフ
ォトニクス応用 ～over―１０００―nm（OTN）近
赤外による次世代生体イメージング～」
東京理科大学基礎工学部 東京理科大学がん医
療基盤科学技術研究センター 曽我公平

曽我らは「生体の窓」と呼ばれる生体観察に
おいて非常に有用な波長域として知られる
OTN―NIR（over―１０００nm―NIR）域での蛍光
バイオイメージング（FBI）技術の開発につい
て発表していた。曽我らはNIR励起光により
良好なOTN―NIR 発光を示す，希土類含有セ
ラミックスナノ粒子（RED―CNP : rare―earth
doped ceramics nanophosphors）を発光体と
した発光プローブおよびOTN―NIR FBI シス
テムの開発に取り組んでおり，講演ではRED―
CNPと生体機能分子・高分子のハイブリット
によるOTN―NIR―FBI プローブ開発やOTN―
NIR 蛍光顕微鏡，OTN―NIR IFBI（in vivo fluo-
rescence imaging）システムについて発表があ
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った。曽我らはOTN―NIR FBI システムとし
て，励起光源である９８０nmのレーザーダイ
オードと，８００―１６００nmの波長でイメージング
可能な InGaAs CCDカメラを搭載した蛍光生
物顕微鏡を作製し，線虫の食道をイメージング
することにより，世界で初めてOTN―NIR 波
長域における蛍光FBI に成功した。また，同
様の励起光源と観察系を導入した in vivo イ
メージングシステムを作製し，RED―CNPを混
入した餌を食したマウスの in vivo イメージン
グを行い，その消化管の画像がマウスを開腹せ
ず生きた状態で極めて鮮明に観察可能であるこ
とを示した。

「太陽電池技術の最近の動向 ～高効率・低コ
ストを目指して～」

豊田工業大学 大下祥雄

現在市場が急速に拡大している太陽電池は，
結晶系シリコンを用いたものが８０％以上を占
めている。この大きな理由としては低コストで
高い変換効率が得られることが挙げられる。今
後，太陽電池のさらなる普及のために，低コス

ト化・高効率化の技術はさらに求められるもの
となるが，そのためには太陽電池プロセスや材
料に関する基礎的な理解がより重要となる。講
演では半導体を用いた太陽電池の発電原理と変
換効率を決める要因が議論され，その後結晶シ
リコン太陽電池の高効率化や低コスト化への最
近の取り組みについて発表がなされた。ま
た，５０％以上の超高効率化が期待されるタン
デム型太陽電池や第三世代太陽電池といった最
先端の技術開発動向の紹介もなされた。

本会ではガラスに関する材料開発，物性研
究，デバイス・システム開発といった広範囲に
わたる発表があり，専門分野に関する知見に留
まらず異分野の最新の技術・研究開発動向を得
ることができたという点で非常に有意義であっ
た。また，本会はエネルギーやバイオ・医療と
いったタイムリーな分野に関する発表もあり，
これからのフォトニクス分野に応用されるガラ
ス材料の可能性を改めて感じることができた。
活気に満ちた会場の雰囲気を肌で感じ，改めて
自身の開発に関して意欲を喚起されたように思
う。
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